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クリスマスマーケットを境に、すっかり真冬になった大地。劇的な季節の変わり目でした。子ども達の服装が一気に
真冬日仕様と変わり、顔も鼻水たっぷり、ほっぺが真っ赤、吐く息が真っ白という光景になりました。久しぶりに、年
内に雪景色となりました。
そんな中、皆様のエネルギーと底力を思いきり感じられたﾏｰｹｯﾄが、大盛況の中で終了しました。本当にありがとうご
ざいました。子ども達の日常の会話の中から、いろいろ相談して作られ、取り組まれている様子を、日を追う毎に強く
感じられていきました。昨年よりも、構成メンバーが半分になりましたが、その作品数や段取りや当日の楽しそうな進
行や笑顔やおもてなしは、最高で、特に大地ミニの方や外部の方からは、「素敵なマーケットを企画してもらいありが
とうございます」という感謝のお言葉をたくさん頂きました。悪天候にもかかわらず、開店
と同時に、たくさんのお客様が来てくださった光景は、久しぶりのものでした。本当に、保
護者の皆様には、感謝申し上げます。そのお気持ちに、お答えすべくスタッフ一同、心を込
めて子ども達に愛情を今まで以上に注いでまいりたいと思います。今年は本当にありがとう
ございました。来年も今年同様、よろしくお願い申し上げます。
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長男が１年８ヶ月前に、世界一周放浪に旅立って以来、１１月初旬に、アルゼンチンに渡り、単独で南北アメリカ最
高峰アコンガグア（６９６２㍍）登頂率３０％（高度順応傷害のため）に挑戦すると言い、これを最後に、一旦、旅を
終えるという連絡があった。荷物３５キロのザックを背負い、荷揚げを２回に分けて２回往復しながら、高度をあげて
いくという。べースキャンプから、１，２，３とキャンプを上げていくという。キャンプ地と言っても、なだれの心配
のない何もない誰もいない雪原である
正直言って、１２月から、１日たりとも長男を思わない時はなかった。旅立つて以来、こんなに連日心配したことは
なく、長男の小さな時の夢を何度も見たりしていた。妻ももちろんお菓子断ちをして、同じく心配していた。そして、
１２月１２日の朝、無事帰還のメールが入り、涙を流し２人で抱き合った。

長男は、不器用でそんなにハングリーではなく、平々凡々と育ったような子どもであった。運動も勉学も特に突出した
ものではなく、中学高校と野球をしていたが、決して才能があるわけではなかったが、努力と継続を重ね、高校最後の
夏は「なんちゃって４番」で輝いていた。

「「「「こんなこんなこんなこんな冒険冒険冒険冒険ややややハングリーハングリーハングリーハングリーになるとはになるとはになるとはになるとは思思思思ってもってもってもっても見見見見なかったなかったなかったなかった 」」」」というのが家族や私たち両親の正直な思いである。
（青ちゃんに似たと言われても、完全に私のレベルを超えています）どうしてこうなったのだろうと考えてみますと、
思い当たることは、

①お話や絵本で育ったからか、「ロビンソンクルーソー」が大好きな子ども（今でもそう）であり、ファンタジーの世
界で育った事は確かである。

②生まれたときから、野外教室であちこち大きい人たちとむちゃくちゃキャンプをして歩いた。７ヶ月ごろ、たぶんハ
イハイしている頃日本海の砂浜でキャンプをして、大地で現在使用しているご飯を炊く羽釜を持って行き、お湯を沸
かしてお風呂代わりにした。そして、高校生のお姉ちゃん達のいるテントにハイハイしていき、お姉ちゃんの下着を
持ってきた（海水浴指導中のスタッフ）のは有名な話である。本人も、この野外教室は最高に楽しかったと述懐し
ている。

③家や幼稚園に、とにかくおもしろい大人達が出入りしていた。特に、おもしろい生き方をしている男性やお兄ちゃん
達が出入りしていて、いろいろな話を聞いていた。

④自分で言うのもおかしいですが、親は好きなことをやり、頑固に自分の価値観をおしきせてきたが、妻は、バランス
よくフォローしてきたことが１番か。感謝

何よりも、６５００㍍は人間が生きれる限界地点の少し前で、ただ一人でテントで６日間も孤独に耐え、アタックを
待っていた力は何なのか。考える事は、家族や小さい頃からの思い出か。わたしも同じ状況にいたなら、同様に待って
いただろう。家族や自分を愛してくれる人のことを思い。自分をいつも見守ってくれる人、（決して干渉したり、出過
ぎたり、行く道の前を掃いたりする人ではなく）支えてくれる人、これは、生まれてから、しっかりとこどもと向き合
い、時には突き放し、そして支える平衡感覚をもつ親が日々の暮らしの中で、地道に構築していくものだろう。

妻は、６年生の卒業時に、いろいろな小学校で、エチオピアの昔話「山の上の火」を話している。私の１番好きなお話
である。おじいさんが、主人公のために、遠くから火を焚くお話。この中に、人を支える神髄があるという。
長男にいつ帰って来るのか、出発時と同じように、家族全員で成田空港へ迎えにいくとメールすると、大晦日の夕食
までにおばあちゃん家へ帰るという連絡。最後まで、ヒッチハイクで来るのだろうと私は、予想している。見事、劇的
な帰還を果たせるか、楽しみである。


